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▲左側は被害が甚大だった熊本県球磨村の模様。右側は県下の被害状況を示す空中写真

」ARA(北 島宗尚社長、東京都中央区)

は、令和2年 7月 豪雨で被災した九州熊本

県地域の復興支援として、被災車両の引き

上げ作業を行つた。冠水した水害車両を回

収し一時保管するため、熊本県芦北市に約

5000平 方(πの臨時ヤードを整備し、近隣

会員とともに迅速な作業対応を進めた。

今回の豪雨被害は広域におよび、日つ車

が日常生活の足として活躍している地域が

多い。車内にがれきが堆積して通常より重

量が増した車両の引き上げは、予想以上に

困難で、安全面も一層の注意が必要だつた。

同社車輛事業グループの千葉拓磨グループ

長は「これから更に暑くなつてくると考えて

おり、熱中症対策にも力を入れた。二次被害

が起こらないように応急体制も整え、被災

地域と被災された方々が一日も早く元の生

活に戻れるよう全力を挙げた」と復興への

強い気持ちを述べた。

熊本県芦北市に設置した臨時ヤードに

は、損害保険会社等から300台 程度の車両

を受け入れ、構内の入出庫などの作業は

」ARAス タッフに加えてJARAグ ループ(土

門志吉会長)からの支援スタッフが実施し

た。    '

作業スタッフの安全・健康対策も万全を

配慮。作業スタッフのマスクの着用 検温 消

毒に力日えて、臨時ヤード内の作業中の事故

に対する保険にも加入し、万が一の事態に

備えた。今後も発生するであろう自然災害

に備え、全国で対応できる体制を更に強化

していく予定だ。

【熊本県豪雨被害の概要】

熊本県を流れる球磨川水系は、八代市、芦

北町、球磨村、人吉市、相良村の計 13箇 所

で氾濫 決壊し、約 1060ヘ クタールが浸水

した。球磨村渡地区では浸水の深さが最大

9メートルに達したとみられる。

人吉市では市街地の広範囲が浸水し、過

去の水害よりも高い位置まで浸水した。例

えば人吉市下青井町の電柱には、1965年

に21メ ートルの高さまで浸水した記録が

残されているが、この豪雨では43メ ートル

の高さまで浸水したという。

また八代市坂本町中心部では住宅に流木

や土砂が流れ込むなどの甚大な被害が出

た。熊本大学の調査によると、坂本駅近くの

住宅で54メ ートルの高さまで浸水した痕

跡があつた。

また、芦北町(田川地区で土砂崩れによる

死者あり、佐敷駅冠水)や津奈木町(福浜地

区で土砂崩れによる死者あり)でも被害が

出た。

熊本県警が7月 13日 に発表した県内の

死者64人 の死因と発見場所によると、溺死

(疑い含む)が52人 で、うち33人 が屋内で

発見された。またNHKの 最終取材では78

人死亡、6人 行方不明という甚大な被害と

なつた。

▲リフトで車輛を回収中のllkJARAの メンバー。右上は集積された被災車輛。
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」ARAグ ループの内でSPLシ ステムを利

用しているメンバーを対象に7月 30日 、第

一回目のWttBセ ミナー(ウェビナー)が開か

れた。

先ころ発表したスマホを利用した最新シ

ステム、「SPL部 品検索コンシェルジュシス

テム」を中心に、SPLの 新機能や、今後の開

発予定について解説した。

実務者向けの具体的な使用方法について

の説明が詳しくなされて、参加者は熱心に耳

を傾けた。

SPLシ ステムの開発を担当しているい

BBFで はWEBを 活用してさらに詳しい最新

のSPLI青報をシステム利用者に供給してい

く方針。

また、SPLシ ステム利用者のみに情報提

供が偏ることを避ける意味で、今後も従来通

り」ARAグ ループのブロック例会等で

ATRSシ ステム説明会と同時並行で説明会

を開く準備も進めている。
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・・▲決算発表する豊田章男社長(写真は日刊ゲンダイ)

卜∃夕自動車は新型コロナウイルスの影響

で世界的に販売が落ち込み、売上高が前年同

期比4040/o減 の4兆 6007億 円、純利益が

同743%減 の 1588億 円となつた。

4～ 6月期の減収、減益はいずれも4年ぶり

だが、「原価の低減」などで黒字を確保したと

しヽう。

自動車業界は国内外のメーカーを問わず、

世界各地にある工場が稼働停止や休止に追

い込まれ、生産 販売台数が激減している。そ

んな厳しい状況の中で、大幅な減収、減益で

あつても黒字をロロきだす「王者卜∃夕」の底力

を改めて見せつけた。

黎藉甕之漑鐵舅骰
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不鶴定多数との

同乗覆国避の兆し
コロナ禍の“第2波

"至
」来が懸念される中

で、時差通勤 通学によつて混雑する時間帯の

電車やバスなどを回避するだけでなく、公共

交通機関自体の利用を避ける意向も強まつて

いる模様だ。

不特定多数の乗客との同乗を余儀なくさ

れることを警戒し、自転車や自家用車の利用

に切り替える動きが代表的だ。駐車場予約ア

プリを運営するakippa株 式会社が全国を対

象に実施した調査では、5月 26日 から6月 1

日までの「通勤 通学」目的の駐車場予約者

は、2月 に比べ、2倍以上に増加する結果とな

つた。

5月 25日 に緊急事態宣言が解除されてい

ることから、解除後にも、自家用車通勤・通学

に一定数がシフトした実態がうかがえる。

自宅から従業地・通学地へ移動する際の利

用交通手段については、10年 ことに国勢調

査に合わせた実態調査がなされている。今年

度が実施年度に該当するため、現段階で参照

可能な直近のデータは、10年 前の平成22年

(2010年 )日寺点となる。

この時点での内訳では、前回調査(平成 12

年)に引き続き第 1位を自家用車が占め、バス

などと組み合わせて通勤・通学する経路と合

計した鉄道 電車利用者の、ほぼ倍の数値とな

つている。

大都市圏中心部に勤務していると分かりに

くいが、20年 前の時点で、既に全国での通勤・

通学の主要手段は自家用車であり、引き続き

大きな上ヒ率で推移してきたことが分かる。

▲コロナ禍で自動車の再評価進む(写真はPIXTA)

卜国夕自動車が直系店を独立資本に譲渡

次代の車両販売戦略に着手
卜∃夕自動車は2020年 7月 22日 、各地

に展開する直営の販売子会社5社 を、独立

系販売会社に譲渡する方針を明らかにし

た。売却の対象となるのは、本L幌卜∃ペッ

ト、ネッツト∃夕苫小牧、トヨタカ□―ラ富

城、大阪トヨタ自動車、大分卜∃ペットで、そ

れぞれ同じエリアで展開する独自資本の販

売会社などに売却する。

◇回の売却によつて、トヨタ自動車本体

が運営する販売会社はトヨタモビリティだ

けとなる。同社は先端的な取り組みを行う

戦略販社であり、他のディーラーとは位置

付けが異なる。

卜∃夕は以前から販売店 (ディーラー)網

の再構築を進めてきたが、事実上、自動車

の販売業務はすべて地域資本の会社に委

ねることになつた。卜∃夕が販売網の再構

築を進めてきた理由は、自動車業界が

100年 に一度の大きな転換点を迎えてお

り、従来と同じ体制の維持が難しくなつて

いるからである。

今後、自動車業界は自動運転システムの

導入やE∨(電気自動車)化、1丁サービスと

の運動が進むので、クルマを単体で販売す

るというビジネスモデルは通用しなくな

る。

これまで自動車ディーラーはメーカーが

作つたクルマを販売することが主業務だつ

たが、10年 後には、販売だけでは事業を維

持できなくなる。既存の店舗をカーシェア

の拠点にしたり、介護ステーシヨンを兼ねる

など、地域の特性に応じた事業展開を余儀

なくされることから、メーカーとの関係は希

薄にならざるを得ない。

こうした状態に襲つてきたのがコロナ危

機である。一連の販売網整理は、コロナが

直接的な理由ではないが、コロナ禍によつ

て当初見込まれていた変化が一気にスピ

ードアップしたのは間違いないだろう。

卜∃夕は同じタイミングで取引先の部品

メーカーに対して値引きを要請している。

自動車メーカーからの値引き要請がさらに

強まつた場合、部品メーカーの中にはリス

トラを余儀なくされるところや、統廃業に至

るところも出てくる可能性もある。
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▲2017年 10月28日に開催の

l●lビングウエ~ブ カワサキの実車石升修

▲2017年 11月 18日に開催の爛エコアールの実車研修

リサイクル部品流通市場でトラック部品が

注目を集めている。自動車部品と言えば乗用

車部品が主流だが、その影に隠れて実はト

ラック部品のリサイクル需要は従来から極め

て固いものがある。そこに着目したのがビッグ

ウェーブグループが2017年 から2018年 に

かけて展開したトラック部品の取り扱いセミ

ナーだつた。今回はトラック部品に強い事業者

を抱えるビッグウェーブグループのトラック部

品取扱いセミナーの足跡を振り返つてみた。

セミナーはグループ内のトラック部品事業

者が、取り扱いを希望する事業者にコーチす

る形で二年間で連続4回 展開された。当初は

お互いに現状を打開し、部品の販売効率を改

善する方法はないかという思いでスタートし

たが、セミナーを終えてみるとその効果は大

きく、将来の展望を切り開く内容を含んでい

た。

卜鸞ッサ郡縞|‖棚1賠亀摩ッグ1伊艦…ツ

元来、ビッグウェーブグループは大型トラッ

ク部品のリサイクル事業者が主要な立場に

あつて、グループ活動を立ち上げた過去の背

景がある。本来のリサイクル部品の流通は商

用車の世界からスタートしたと言つてもいい。

それは流通事業を主務とする大手運送業者

は日常のクルマの保守管理が計画的でコスト

パーフォーマンスに敏感で、リビルト部品を含

めリサイクル部品の活用については部品事業

者以上に熟知していたという背景がある。

ということから業界の草分け的存在のビッ

グウェーブグループにはトラック部品取り扱い

の猛者が勢ぞろいしていた時期があつた。歴

史的にトラック部品の再生技術は他のリサイ

クル部品供給組織に比べ高い水準にあつたの

は明らかだ。

こういう背景から輸ビッグウェーブ(服部厚

司社長)が主催するトラック部品取り扱いセミ

ナーはある意味で必然性のあるセミナーだつ

たと言える。
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トラック部品取り扱いセミナーの歩みを概

観すると2017年 2月 と11月 の2回 、2018

年5月 と10月 の2回 で合計4回 開催された。

講習内容は①トラック部品問い合わせについ

ての一般論②小型トラックのメーカーOEM関

係③いす エゞルフに特化した関係情報④企業

間の情報交換⑤解体に伴う作業、検品、商品

化⑥部品問い合わせに関する□―ルプレイン

グとその事例発表⑦最後にAttRSシ ステムを

活用した実践的部品検索など必要な課題はほ

ぼすべて学習した。

実習、座学ともに参加受講生数に対して平

均2対 1の比率で講師を配置し教育効果を上

げている。

主催者の∽ビッグウェーブ服部厚司社長は

「グループ内で部品販売の効率をもつと改善

する方法はないかと考えて思いついたトラッ

▲上は2018年 5月19日に開催された日―ルプレイング研修で

挨拶する服部厚司社長 (立ち姿)。下は検索実務を習得中の参加者

ク部品取り扱いセミナーだった。蓋を開けてみ

るとトラック部品業者も乗用車部品業者もと

もに販売効率を改善できたことに驚いてい

る。またこのセミナーの中でリサイクル部品と

ともにリビルト部品の重要性も改めて浮き彫

りになって学習効果は大きいものがあつた」と

セミナーの成果をまとめている。

撒醐敵雛に就助t,館トラック部編崚蝋ナ…

またグループ内のトラック部品扱いメン

バーの中にはこのセミナーを契機にリビルト

部品生産販売に足を踏み入れ、力を入れよう

というところも出てきている。

当然、このセミナーに参加して取り扱い手

法を学んだ乗用車部品扱い業者は営業の幅

が広がり、現状のコロナ禍による輸出の休止

状態をカノヾ―するきつ力ヽすにしている。

グループ内でのトラック部品流通の活発化

は当然トラック部品専門事業者の出荷量を拡

大させており、見えない部分での組織活性化

は充分果たされているようだ。

但し、この商用車部品扱いについてはプロ

集団である運送事業者との商談が円滑に進め

られることが前提で、その突破口をどのように

広げるかはリサイクル部品事業者としてのセ

ンスが問われるようだ。

乗用車部品販売業者の小型トラック部品拡

販だけに留まらず、自動車リサイクル部品事

業の根本的な見直しに手を染めるよい機会と

なったようだ。



▲同社のゆめ工場は業界の模範だ

今回の訪間先はいシマ商会(島一樹社長)

だ。ビッグウェーブグループの大型トラック部

品専門業者として不動の実績を誇つている。

そのシマ商会で代表者の側近として活躍中

なのが岩間伸文国内部品販売部長(43歳 )

だ。シマ商会の戦略は大型トラック部品に的

を絞つて徹底したPRを 展開、成果を上げてい

る。その戦略を現場で支えてきたのが岩間部

長である。急速に組織を近代化し、同時に筋

肉質の優良企業に引き上げた秘密を同氏に

聞いた。

まずはじめに岩間部長が入社以来担当され

てきた仕事の内害を聞かせてください。

岩間 工科系の大学でプロミラミングを学ん

でいましたので、入社直後から輸出の現場作

業を3年間担当しました。その後、国内販売の

フロントを2年 間勤めました。それから作業現

場の全体をみるようになつて、新工場(ゆめ工

場)が完成したのをきつかけに30歳 で工場長

に昇格させていただきました。この時点から

当社は拡大の路線を採用し、社員もそれまで

の60人 規模から一気に倍の 120人 体制に増

強し、現在の200人 体制の基礎を築きまし

た。さらに私も7年 前に国内部品販売部長の

大役をいただいて現在に至つています。

あなたは現在.代表の傍で重要な補佐役を

務められていますが.ご自身の立場をどのよ

うにお考えですか。

岩間 当社の現代表島一樹社長が留学後、

経営を継承されて帰国されたのが当社にとつ

ては大きい転換期となりました。初代が当社

をゼロから立ちあげられて、業界でも指折り

のリサイクル部品業者に仕立てられました。し

かし、二代目が帰国されてから次々と新しい

株式会社 」ARA
〒1030028 東京都中央区八重洲118 八重洲KTビルlF
TEL 03 3548 3010 責任者/柴 田 純奈

施策を打ち出されるのを見て改めて当社の

役害」とか目指す目標とかがやつとわかったよ

うな気がしました。小さなことから言えば、社

員の服装とか挨拶の仕方とか、社会人として

の基本や社内の安全基準など、社内のルール

が明確になり、組織としてISO資 格の取得も

しようとか言つた動きはほとんど現代表が来

配され、急速に会社が近代化したわけです。ま

た営業面では輸出部門の強化で業績を上げ

ていくことなど大きい視野での姿勢の転換も

二代目の想いが根底にあつたと思います。私

は代表の方針決定に従つて現場を整えて行つ

たということです。

あなたの日からみた現代表の強みとはどうい

う点ですか。

岩間 一番大きい特徴は社業の内容を徹底

してトラック部品に集中させたことです。おお

ざつぱに言つて、自動車リサイクル部品流通

の特徴は商品の価格決定権が市場にあつて、

商品を提供している事業者側にないというこ

とです。この点から見ますと、商品を大型ト

ラックを中心にした商用車に絞り込むことで

この価格決定権が生産者側に取り込めること

がわかつてきました。当時のシマ商会は約半

分を乗用車が占めていましたが、それをほぼ

100%ト ラック部品に切り替えたことが業績

拡大の遠因になったと思います。現在の月間

入庫台数は約600台 ですが、一応、大型、中

型、小型の車輛配分が三分の一ずつになって

おり安定した状態です。これはやはり代表の

決断が大きく影響を与えたと思います。

御社の場合、インターネット上のHPの 活用

などが目立つていますが・・

岩間 当社では代表が率先して勉強されま

すので、傍に付くものも自然に物事をしつかり

見つめて理論武装する1生格が身についてき

ています。今、指摘されたインターネットビジ

ネスですが、根本的なネットビジネスが持つ

長所短所をしつかり研究して、それに取り組む

という考え方が社内に出来上がっています。

例えば、インターネットでのアピールを想定し

ますと、不特定多数の消費者を意識しなけれ

ばなりません。つまリプロ向け商品であるト

ラック部品の広告を一般の消費者が見たらど

のように感じるかということも計算しなけれ

ばなりません。思いつきを並べるのではなく、

ひとつひとつしつかり突き詰めて考え、大胆に

実行することが求められていると思います。

基本的にはBtoCの 戦略をどのように捉える

のかということですね。家庭に居られる主婦

でもトラツク部品のお客さまになつていただ

ける可能性がゼロではないという視点に繋

がりますね。

岩間 おつしやる通りです。そこで当社では今

年5月 からリビルト部品の生産販売に挑戦し

ています。リサイクル部品という商品に付加

価値を付けるという点ではリビルト部品の取

り扱いは避けて通れないテーマです。さらに

リビルト部品を想定しますと、次はトラックの

架装も視野に入つてきます。幸い当社ではか

ねてからトラック中古車の販売も取り組んで

来ていましたので、架装作業もともかく付加

価値拡大のテーマに組み込もうかと現在模索

しています。現状はまだまだ研究段階ですが、

現場の管理者として一連の流れの中で責任

を強く感じています。設備投資と1青報の集約

が現場の責任者の私の仕事になります。実現

を急ぎます。

こういう新しいテーマを現場に導入する時に

気を付けなければいけないことはなんでしょ

うか。

岩間 代表や私は経営の観点から状況を把

握していますが、現場の担当者は実際に実績

を上げていかなければならない立場です。そ

うなると相当のプレッシャーは個々の社員に

かかつて行くはずです。ですから、立ち上げの

時点では業務上の失敗や壁を乗り越えさせる

ために会社としてそれなりの犠牲と言うか覚

1吾が要ります。作業の流れについていちいち

小言を言つていては返つて時間を浪費しま

す。現場の担当者に失敗も含めた経験を充分

積ませて、そして着実に前進させなければな

りません。そういう管理の匙加減が私の仕事

だと思つています。自動車産業の将来は急速

な自動運転化や安全化の方向に進んでいま

す。こういうときは黙つてじつとしていてはだ

めです。どんどんお互いの見解を社内で交流

して商品の付加価値拡大に挑戦しなければい

けないと思つています。
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